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一
持
綬
生
が
四

or近
く
に
上
る
の

が
特
徴
で
す
。
免
詳
取
得
後
一
年

未
満
と
い
う
、
運
転
絞
殺
の
浅
い

若
者
が
一
番
危
険
で
す
。

「
高
齢
者
mu交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
ま
た
、

「
秋
の
全
前
回
交
通
安
全
運
動
」
が
九
月
二
寸
一
[
叶
円
か
ら
一
~
一
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

間
取
近
、
特
に
自
立
つ
の
が
お
年
ぎ
の
交
通
事
故
と
一
一
輪
車
皇
室
放
で
す
。
平
塚
市
交
通
安
全
国
交
通
安
全
ク
イ
ズ
で
す
。

全
対
策
協
議
会
で
は
「
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
齢
者
の
交
正
し
い
も
の
に
は
む
、
誤
っ
て
い

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
歩
行
中
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
自
擦
に
掲
げ
、
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
る
も
の
に
は
×
却
を
つ
け
て
く
だ

す
。
妥
の
み
な
さ
ん
も
、
装
警
護
で
霊
的
に
交
逸
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
ー
に
何
十
イ
ソ
1
く

f

た
M
M↑
伯
ト

J
F
に
お
ξ
て
L
0
1

知

a
i
j
z
p

弘

島

静

駒

五

十

五

件

、

死

者

は

一

二

人

、

負

傷

問

問

l

全
閣
の
交
通
事
故
死
者
数

金
頭
フ
j
ス

ト

藍

註

記

章

一

一

一

ト

一

人

増

加

し

て

お

り

、

は

、

一

年

間

に

五

千

人

古
川
品
川
で
も
官
同
鈴
者
の
交
通
事
故
が
時
間
2

交
通
事
故
死
者
数
は
、
問
山

県
警
交
通
企
画
諜
は
、
八
月
末
四
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
自
立
コ
て
い
ま
す
。
歳
か
ら
お
歳
と
必
歳
以
と
が
全
体

臼
現
在
の
交
遜
事
放
件
数
お
よ
び
死
亡
事
故
で
二
信
事
一
い
の
は
、
高
齢
者
む
死
亡
事
故
の
特
徴
の
心
十
分
以
上
を
占
め
る

死
傷
者
数
を
発
表
し
ま
し
た
。
二
輪
京
乗
車
中
で
百
二
十
一
人
で
は
、
歩
行
中
の
事
故
で
す
。
際
問
出
向
3

自
転
車
に
よ
る
交
議
事
故

そ
れ
に
よ
る
と
事
故
件
数
は
、
す
。
昨
程
同
期
と
比
較
し
て
一
番
は
、
横
断
歩
母
以
外
で
の
横
断
、
死
者
数
は
、
お
歳
以
ヒ
が
一
番
多

昨
年
同
期
を
一
一
千
二
百
九
件
と
大
増
加
し
て
い
る
の
は
、
空
行
者
の
信
号
無
授
、
車
両
の
直
前
直
後
の
い

帽
閣
に
上
回
る
一
一
万
六
千
七
百
八
十
死
亡
で
、
百
一
二
人
と
す
で
に
ム
ト
六
横
断
と
ル
ー
ル
准
止
茂
が
圧
倒
的
で
問
問
4

父
遜
事
故
で
一
審
多
い
の

七
件
で
、
死
者
も
十
人
多
い
一
二
百
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
す
。
は
歩
行
中
で
あ
る

一

二

十

二

人

と

、

会

問

一

ワ

ー

ス

ト

五

う

ち

一

一

一

十

八

人

が

六

十

五

歳

品

と

殉

5

高
齢
省
の
六
凡
退
官
亡
事
故

伎
と
な
り
ま
し
た
o

品
川
一
傷
者
は
、
男
で
、
義
者
の
死
亡
事
長
若
者
の
二
輪
事
で
一
幾
多
い
の
は
安
打
中
で
あ
る

一
一
言
八
十
九
人
壊
の
四
万
八
十
日
皇
っ
て
い
ま
す

G

事

故

も

多

発

/

出

向

6

自
動
車
乗
車
中
の
童
死

F

T

j

L

j

;

!

?

f

弘

亡

事

故

は

、

日

四

歳

か

ら

ぬ

歳

が

一

自

立

つ

高

齢

蓄

の

事

接

お

年

寄

り

の

交

通

死

十

一

事

故

と

番

多

い

:
j
i
l
l
j
J
1
1
q
R
i
-
-

円
閉
じ
よ
う
に
、
増
加
す
る
一
方
が
鈎
7

歩
行
中
の
高
齢
者
死
亡
事

実
の
高
齢
者
の
交
喜
一
放
の
た
が
、
こ
の
う
ち
高
齢
者
の
事
故
三
撃
に
よ
る
死
亡
事
故
で
す
。
故
は
、
ル
ー
ル
震
が
半
分
以
上

実
態
安
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
は
一
円
五
十
問
件
で
、
死
者
八
人
、
と
り
わ
け
多
い
の
が
E

十
六
歳
か
問
問
8

問
7
の
ル
ー
ル
委
反
は
、

交
事
事
故
件
数
は
、
昨
年
一
年
負
傷
者
百
二
人
と
な
っ
て
い
ま
ら
二
十
四
歳
で
、
全
体
の
約
七

O

一
位
が
横
断
歩
道
以
外

ω横
断
、

関
で
一
千
六
古
川
十
八
件
あ
り
ま
し
す
。
一
昨
年
に
比
べ
、
件
数
で
は
い
亭
子
日
め
て
い
ま
す
c

そ
の
う
ち
二
位
が
車
両
の
銭
前
直
後
の
横
断

刑問
9

夜
間
定
行
中
小
ノ
自
動
車
か

ら
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
の
事
行
者
を

確
認
で
き
る
原
総
は
約
加
れ

問
問
問
山
交
透
死
亡
事
故
は
、
同
時
一
霞

よ
り
一
夜
間
の
方
が
多
い

(
抑
静
止
問
は
五
磁
に
記
載
)

織さ怠くと若きの法議

-無理な横断をしていませんか

。I上さまっている寧の闘を横断しません15

E 夜間黒っぽい絞装で外出しませんか

務 Eヨ牽童霊祭iこ望奨去るとさきの漆懇

一時停上とせず、狭い滋坊がら二六i語りへ

出ていませんか
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マ
市
で
は
、
市
出
制
施
符
六
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
八
路
線
の
市
道
の
愛
ム

マ
称
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o

間
周
囲
の
風
景
や
将
来
の
姿
を
夢
見
て
、
だ
れ
に
で
ム

マ
。
も
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
名
称
そ
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。
採
用
さ
れ
た
愛
称
は
滋

A

γ
:路
標
識
と
し
て
設
還
す
る
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

A

市
内
に
は
、
古
問
屋
惜
の
モ
ー
ル
一
級
雲
母
豆
品
交
差
点
か
ら
中
一
務
自
選
一
号
線
工
業
留
地
入
口
か

化
な
ど
に
よ
り
、
「
潟
市
閉
ス
タ
l
一
央
図
醤
線
。
博
物
館
北
側
、
美
術
一
ら
蓬
完
寺
前
、
宅
入
工
業
留
地
の

モ
ー
ル
」
、
「
紅
谷
パ
ー
ル
口

l
一
館
前
を
滋
り
、
横
浜
ゴ
ム
東
門
前
一
中
を
通
り
、
湖
南
新
進
交
差
点

ド
」
、
「
払
口

11
ド
」
、
「
公
開
幽
遇
一
交
差
点
ま
で
の
文
化
@
公
共
施
設
一
(
計
画
)
ま
で
の
、
相
模
川
に
沿

り
」
な
ど
、
八
路
線
に
愛
称
が
つ
一
が
建
ち
法
ぶ
道
路
。
一
っ
た
工
業
閉
山
地
の
真
ん
中
を
南
北

け
ら
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
今
一
線
平
塚
郵
償
問
周
前
交
差
点
か
ら
横
一
に
雷
一
く
道
路
。

問
問
対
象
と
な
る
の
は
、
道
路
愛
称
一
浜
コ
ム
の
南
側
を
通
り
、
迫
分
交
一
マ
応
募
要
領
①
一
愛
称
名
と
命
名

選
定
寮
員
会
が
選
ん
だ
次
の
八
亘
書
家
む
の
道
路
。
イ
チ
ョ
ウ
並
一
し
た
畑
弔
問
②
1
枚
の
は
が
き
に

線
(
市
道
)
。
一
木
が
美
し
く
、
秦
野
・
伊
勢
原
方
一

1
路
線

1
愛
称
③
住
所
、
氏

透
度
一
や
歩
道
は
、
通
行
す
る
場
一
溜
へ
と
向
か
う
主
要
な
道
路
。
一
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

織
と
し
て
の
み
思
ね
れ
が
ち
だ
が
、
一
穆
東
海
道
本
通
り
の
市
民
プ
ラ
ザ
ご
記
入

楢
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
憩
い
の
一
前
交
差
点
か
ら
崇
替
小
学
校
西
側
一
マ
応
募
期
限
切
月
百
(
土
)

引
場
、
出
会
い
a

ふ
れ
あ
い
の
一
場
に
一
安
通
り
、
横
浜
ゴ
ム
ま
で
の
進
一
応
募
さ
れ
る
方
は
、
応
募
は
が

一
い
も
な
る
。
ぜ
ひ
、
す
て
き
な
愛
称
一
路
。
編
間
関
が
広
く
、
中
央
分
離
帯
一
き
(
道
路
総
務
謀
、
各
公
民
館
、

株
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。
一
の
中
に
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
が
植
栽
一
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
に
あ

坤

星

雲

集

す

る

路

線

一

さ

れ

て

い

る

。

一

る

)

、

ま

た

は

官

製

は

が

き

に

必

一

塚

市

浅

間

町

9
j
1

義

霊

平

応

募

さ

Tm平
塚
市
富
3
一

遊
撃
則
北
口
広
場
に
接
し
、

M
N
…
撃
塚
駅
南
口
か
ら
ム
鱗
松
喜
連
一
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
主
平
…
路
総
務
課
(
内
線
四

O
一
一
一
)
へ
。
一

1

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
喜
一
相
談
を
公
証
人
が
お
受
け
す
る
。

噛
ピ
ル
一
一
則
、
富
士
銀
行
前
、

N
T
T
一
り
、
重
二
一
一
四
号
線
ま
で
の
道
一

i

ト
1
l
i
t
i
-
-
;
i

一
内
平
塚
市
女
性
長
推
進
家
主
ヤ
日
待
背
6
日
(
火
)
宏

か

事

費

量

一

号

線

ま

で

の

一

略

緑

が

襲

か

な

住

毒

主

主

五

千

七

五

0

9

7

時
1
4
時

出

平

塚

を

代

表

す

る

道

路

。

一

に

賛

意

、

海

岸

に

通

じ

て

い

る

。

…

暮

ら

し

的

ご

藤

晃

義

一

;

γ

会

場

市

役

所

霊

童

蜘

警

道

一

号

線

雲

市

役

所

庁

舎

一

撃

護

霊

前

交

差

点

か

ら

港

一

一

一

{

童

相

該

週

間

-
m
R
5
5

時
東
側
襲
警
を
雪
、
県
合
一
小
学
校
と
須
賀
公
閣
の
問
、
重
…
毎
年
一
月
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で
一
ら
よ
い
の
か
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
一
行
政
相
相
談
所
一
言
、
義
忠

ー
同
庁
舎
前
交
差
点
ま
で
の
議
。
一
一
塁
北
側
、
月
見
町
公
警
量
一
「
新
年
婦
人
の
つ
ど
い
」
高
い
一
い
た
だ
き
た
い
。
一
の
ご
利
用
を
…
行
政
相
談
霊
の
ほ
か
、
高

八
重
桜
や
ブ
ラ
交
ナ
ス
な
ど
の
館
一
り
、
間
同
道
…
一
一
九
号
線
ま
で
の
道
一
て
い
る
が
、
そ
の
会
場
で
発
表
し
一
マ
テ
ー
マ
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
一
一
は
人
権
擁
護
委
員
と
民
生
委
員
に

路

樹

が

あ

り

、

敏

か

ら

壁

同

問

。

毅

と

タ

十

て

い

た

だ

く

作

文

(

入

選

者
3
入
)
了
ジ
ャ
ン
プ
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
イ
一
市
で
は
、
慢
が
実
施
す
る
行
事
一
よ
る
人
権
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て

へ

と

エ

向

か

う

主

要

な

道

路

。

還

付

が

多

い

。

を

募

集

し

て

い

る

。

一

ラ

イ

フ

一

に

あ

わ

せ

て

柏

訟

所

を

開

く

。

ぉ

一

の

相

談

も

お

受

け

す

る

。

間
四
際
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
生
一
日
〉
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
気
軽
に
ご
利
用
を
。
一
円
v
日
時
ぬ
月
6
日
(
火
)
午
後

活
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
っ
て
き
て
一
の
初
歳
以
上
の
女
性
一
{
公
認
遜
賜

-m月
1
日
5
7
8、一

1
時
1
4
時

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
男
性
一
マ
要
領
同
一
白
字
結
め
館
稿
用
紙
一
法
務
省
}
一
マ
会
場
週
間
公
展
開

と
女
性
が
お
互
い
に
暮
ら
し
ゃ
す
一

5
枚

以

内

一

不

動

産

の

売

買

、

土

地

建

物

の

一

離

問

い

合

わ

せ

先

地

域

づ

く

り

い
社
会
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
一
マ
応
募
期
限

m
R幻
臼
(
土
)
一
賃
貸
借
、
金
銭
貸
借
な
ど
、
大
切
一
課
市
民
間
相
談
係
(
内
線
二
九
一
一
一
)

美
術
館
で
は
、
十
月
三
日
(
土
)
一
一
人
は
一
九
二
悶
年
に
結
婚
マ
観
覧
料
…
般
七
百
問
、
大
'

か
ら
念
頭
嵐
「
一
一
一
岸
好
太
郎
と
一
一
一
し
、
好
太
郎
が
亡
く
な
る
ま
で
の
高
校
生
五
百
円
、
中
・
小
学
生
一
一
一

岸
節
子
爆
」
を
開
く
。
十
年
余
り
の
間
生
活
安
共
に
し
富
山
リ

三
岸
好
太
部
は
一
九
O
=
一
年
北
た
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館
(
篭

海
道
札
幌
に
生
ま
れ
、
一
二
十
一
歳
作
品
(
油
彩
、
素
描
合
計
百
点
)
話
お
一
一
一
一
一
)

で
亡
く
な
る
ま
で
の
短
い
部
業
の
に
よ
り
、
創
作
に
情
熱
を
燃
や
し
令

一
。
縁
議
会
@
一
一
一
山
岸
錦
町
太
部
と
一

中
で
、
初
期
の
素
朴
味
深
う
作
品
た
二
人
の
士
山
術
の
軌
跡
を
ご
覧
い

一
一
露
鈴
子
の
芸
術

か
ら
晩
年
の
幻
想
的
作
品
へ
と
、
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
。

相
門
口
時
訪
問
丹
江
日
(
臼
)

さ
ま
ざ
ま
に
作
風
を
転
換
さ
せ
な
一
一
人
と
親
交
の
あ
っ
た
平
塚
に
ゆ

午
後
2
時
1
、
入
場
自
由
一

が
ら
、
鋭
敏
な
感
覚
と
織
的
制
な
誇
か
り
の
画
家
鳥
海
育
児
や
森
出
勝

一
人
前
場
美
術
館
講
堂

情
に
満
ち
FJ担
自

の

絵

頭

世

界

を

の

作

品

も

併

せ

て

展

お

す

る

。

ぜ

リ

-
講
師
茨
減
潔
近
代
美
ド

築

い

た

。

ひ

と

鑑

賞

を

。

館
館
官
賢
官
弘
秀
夫
氏

一
方
、
一
一
一
岸
部
子
は
一
九
O
五

ヤ

会

期

ぬ

汚
3
臼
(
土

)
1
u

年
愛
知
県
起
町
に
生
ま
れ
、
女
性
月
3
臼
(
祝
)
⑬
〈
晶
画
関
取
「
木
内
克
の
す
べ
て
」

爾
家
の
先
極
的
存
在
と
し
て
道
を
・
間
開
館
時
間
午
前
9
終
日
初
分
1

間
開
催
中

切
り
開
聞
き
な
が
ら
、
八
十
七
歳
の
午
後
4
持

切

分

司

会

期

8
月

m
a
(土
)
か
ら

現
在
も
活
躍
を
続
け
て
い
る
ロ
マ
休
館
臼
毎
週
月
滋
日

9
月
初
日
(
臼
)
ま
で

重軽494器

8 fl13日、平塚市の25万人nの市民となられた栗田学(まな

ぶ)ちゃんのお宅に、 9月 7lJ市長がお祝いに訪れた。

学ちゃんは栗出繁喜さんと千賀子さんの長男として、 8月

lOEl、予定日より 1か月ヤく誕生された。( 住 所 は 羽 塚 市

艦、身長46cm、体重2115g~ 8月 13日出生届〕

名前は鉄道ファンの繁書さんが、間関にある学{がく〉釈

。
一
離
法
樺
輯
観

9
月
日
E
(本
)
、
出
日
(
ホ
)
、

日丹
7
E
(水)、

H
日
(
ホ
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
1
出時

。
一
愛
潟
、
曲
紙
、
剤
耐
麹
梧
談
日
月
9
日
(
金
)
、
日
時
i
間四時

。
一
韓
市
民
組
制
蹴
華
日
(
た
だ
し
、
土
噛
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
白
・
第
2

・第
4
土
曜
は
除
く
)

O
潟
費
生
活
相
談

9
月
四
日
(
金
)
、
訪
日
{
金
)
、

四
月
2
日(金)、
9
日
(
金
)
9
時
1
時
時

八
〉
定
問
年
金
相
談
叩
R
8
5
(
木
)
、
叩
時
5
日時

八
〉
艶
明
考
曜
特
許
椙
鶴
叩
月
5
日
(
月
)
、
日
時
3
日
時

。
下
鶴
散
引
相
鶴

9
月
口
日
(
木
)
、
日
時
却
分
3
同時

を

欄
間
少
年
抑
制
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
お
!
七
一
一
一
一
一

R
i金
曜
日
9
時
I
S
M
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
惨
さ
と
弓
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

j
七
八
一
一
一

O

月
一
う
土
曜
日
9
時
i
日
時
担
分

様

相

悦

会

滋

お

1
一一一一一一一一一一一

や
心
配
ご
と
棉
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
専
門
(
法
棒
、
金
融
、
性
帯
、
震
樺
)
相
韓
日
月
日
目
(
木
)
、

日
時
3
日
時
予
約
制

。
生
活
支
措
相
談
語
週
間
口
3
金
曜
日
、

8
時
泊
分
3
口
時

〈〉ポラ
y
テ
ィ
ア
相
畿
轄
遇
月
，
、
土
曜
日
、
8
時
加
分
3
口時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
酷
く
)

O
結
婚
相
緩
毎
溺
川
口
曜
日
、
刊
時
3
日
時
(
第
3
日
曜
日
除
く
)

O
母
乎
相
桜
.
寧
胞
窓
措
市
克
沌
繭
椙
銭
聾
週
丹
1
金
曜
日
、

9
時

j《3et、3令、〉、〉，珂時

ο高
齢
者
鞠
鑑
相
磁
毎
週
月

(
ふ
土
ム
檀
日
は
立
時
ま
で
、
第
2
市第
4
土
曜
臼
を
酷
く
)

〈
ば
蝿
人
相
酷
毎
均
月
第
2
木
曜
日
、
四
時
5
日
時
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平塚海岸線自転車駐車場(丙側部分)は、今Ijから神奈

川県3がなぎさブロムナード整備事業として舗道伝仁事する

ため、向転車、パイクは誼けなくなっている。ご了承を。

なお、市では駅南口周辺の放践向転市対策として、新し

く自転車駐車場(CD~~(却をオーブンさせる。定期利用さ
れる方について、次のとおり中し込みを受げ付けるので、

ご利滞在。

@八重暁町公図書蒋 1自転車駐車場

②[司・第 2駐車場

③!理・第 3駐車場

開設臼 10月 1H (木)~

句受付 H時 9 r12Sfヨ{金)~、午前 6 時30分~今後 8 時

‘受 付場所八重咲町公濁第 1駐車場

骨収容台数

①自 転車427台(定期412台、一時利用15台)

②自転車38台{定期むみ〕、ミニバイク136u(定期ll2台、
一時利用24台)

③自転車158台 〈 定 期 の み )

ー利用料金 定期(自転車2，000丹、ミニバイク3，100f引
一時利用120FLj

④なぎさi撞り窃転車駐車場〈平場海岸錦自転車駐車場東側

笥1ラ子〉

・開設" 10月 713 (ホ)~平成 5 年 3 月 31 日(ホ)
a 受付II時 10月 7伎はく)へ、午前 6時 30分~午後 8時

受付場所駅北口自転車駐車場

事収容台数 自転車300台 (定期25C台、 一時利用50台)

-利用料金定期(l， 5001可~ ]，700丹)、一時利用100P-1
※問い 合 わ せ 先 交通安全疎交通安全係〈内綿255)

平成ヰま王9~弓守主58(3) 

年齢glJ..男式用Lへ口(平成4年 1月1日現在)

〈露。

女医夜夜宝ヨ

利
用
者
に
愛
さ
れ
る
応
づ
く
り
セ
ン
ス
と
個
性
を
ア
ヒ
ー
ル
し
て

に
努
め
て
い
る
庖
舗
を
表
彰
す
る
い
る
居
舗
が
上
位
を
占
め
た
。
最

平
塚
庖
錦
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
優
秀
以
外
の
優
秀
路
線
は
次
の
と

れ
、
婦
人
間
服
販
売
の
ペ
ミ
セ
ス
の
お
り
。
写
真
は
ミ
セ
ス
の
み
せ

み
せ
」
(
紅
谷
町
)
と
理
容
の
{
一
般
小
売
り
業
癌
の
部
}

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
'
モ
ア
・
ラ
イ
オ
寿
康
(
沼
・
食
料
品
絞
売
、
真

ン
ブ
レ
ジ
オ
一
(
紅
谷
町
)
が
、
土
)
、
紹
和
薬
局
(
医
薬
品
販

最
優
秀
庖
織
に
輝
い
た
。
売
・
調
剤
、
宝
町
)
、
ア
レ
!
ゼ

今
年
は
十
九
府
鯖
(
一
般
小
売
湘
一
間
(
翰
入
車
販
売
、
上
平

り
業
庖
の
部
十
三
窓
錦
、
飲
食
'
塚
て
か
ど
や
食
器
研
(
陶
食
器

サ
ー
ビ
ス
業
活
の
部
六
庖
錬
)
の
販
売
、
開
明
花
岡
)

応
募
が
あ
り
、
応
舗
の
市
内
@
外
{
飲
食
・
サ
i
ど
ス
業
癌
の
部
}

装
、
照
明
、
商
品
競
列
、
接
客
サ
天
一
一
坊
(
飲
食
業
、
龍
城
ケ

i
ピ
ス
を
中
心
に
審
査
さ
れ
、
丘
)
、
串
焼
き
鳥
た
け
(
飲
食

内
・
外
装
の
統
一
な
ど
、
活
全
一
の
業
、
新
町
)

今年はf}i]際ß-tr<~王者イ干の議後の年なの

でどんな人でも「あたっまえのJf;ら
， l-j をね指して!}f-I俄する。

午前10時から午後6時30分
(最終臼は午後 3時まで〉

市民プラザ

a内容 社会話役に関するハネル桜示、

討会福祉施設(利用高)の作品展示、

地域作業所の製品即売会

1む月 1 B附~10Jヲ 6 B(必間

持母

場

英語

宮寺

.<>、
コ広

担当京報広聴謀



(4) 

緩
に
む
せ
な
が
ら
滋
緩
続
出

5Eヨ

噛

ひらつか

…
グ
ラ
ッ
」
と
き
た
ら
、
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
あ
わ
て
な
い

た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

と
談
織
は
必
裂
で
す
。

そ
こ
で
、
八
月
三
十
回
、
八

糖
小
学
校
で
総
合
街
災
訓
練

が
、
ま
た
九
月
一
日
、
汐
崎
公

開
闘
で
浄
波
対
策
制
訓
練
が
行
わ
れ

ま
レ
た
。
八
綴
小
学
校
で
は
が

ス
a

水
道
・
電
気
の
復
泊
、
救

出
救
護
、
初
期
消
火
な
ど
の
訓

練
が
、
汐
崎
公
開
困
で
は
初
間
期
消

火
や
描
腕
滞
が
ら
の
脱
出
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
夏
の
臼

悲
し
の
出
照
り
つ
け
る
中
、
汗
を

流
し
な
が
ら
真
一
対
な
表
情
で
剖
訓

練
を
し
て
い
ま
し
た
。

以
J
の
い

M
m人
(
初
級
日
人
、

中
級
白
人
)
始
選

マ
き
加
料
七

F
円

マ
申
込
湖
町
駅

9
月
刊
山
口
(
金
)

{
フ
ィ
ッ
ト
求
ス
数
獲
}

/
1
4
4
d
G
I
J
1
2
1
8
1
 

父、

E
F
i
1
f
E
f
i
-
-
F
1
[

ま
で
の
間
の
仙
即
刻
と
し
て
待
選
一

火
‘
本
軍
金
曜
日
、
八
王
幻
川

・
叫
吋
同
川
町
民
1
コ
ー
ス
戸
午
前
9

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
γ
仏
、
ス
一
時
お
分

1ω
将
必
分
)
、
第
2
コ

ポ
i
ツ
に
釈
し
み
濯
し
ん
で
も
ら
一
ー
ス
(
午
前
印
持
品
分
、
!
?
日
仏
時
)

う
た
め
の
ス
ポ
i
ツ
教
京
を
開
一
三
議
総
合
九
時
喜
一

く

。

ご

参

加

昨

在

。

一

Y
合
同
市
内
に
お
九
ま
い
の
主

{第
2
窓
ジ
ユ
一
一
義
尊
重
一
件

2
1
2正
十
八
(
説

1
7
2
ω
人
(
初
、
主
党
、
一
学
校
季
区
域
内
で
編
成
す
る

マ
汀
枠
一
ぬ
け
7
日
1

3
月
お
一
汁
コ
T

ス
は
mw
出
版
以
卜
、
第
2
コ
?
一
初
怖
が
ポ
白
人
)
M
m
選

一

マ

申

込

期

間

以

9
月
泣
日
(
バ
)

ま
で
の
慌
の
毎
週
本
破
口
〈
原
則
一
ス
は
お
歳
以
土
問
歳
以
下
)
始
選
一
円
〉
巷
加
料
問
千
円
一
一
銭
公
一
腿
平
塚
市
ゲ
ト
ボ
i
ん

と
し
て

T

8

-

マ

参

加

料

五

円

一

マ

申

込

期

間

山

9
H幻
円
二
九
二
大
会

金
時
間
子
後
4
時
お
分
1
6
時
二
〉
わ
い
ム
部
開
9
月
刊
U

H

U

(

祝
)
一
の
申
込
方
法
一
[
〉
期
日
刊
丹
波
口
(
口
付
)
午
前

マ
会
場
総
A
H
泳

育

館

一

t

う

れ

口

(

汀

)

一

往

復

は

が

き

(

フ

J

ソ
ト
ネ
ス
一

9
時
お
分
1

ヤ
定
員
ム
ム
テ

4
1
6
Z
刻
一
警
察
譲
渡
}
一
警
の
み
体
育
館
に
あ
る
中
込
書
一
マ
会
場
総
合
公
害
塚
の
は
ら

人

(

抽

選

)

一

マ

口

符

初

月

刊

ul--初
刊
の
悠
一
で
)
に
伶

J

附
、
氏
名
、
年
齢
、
竜
一
つ
は

マ

参

加

料

九

千

円

一

週

火

会

昔

、

A
K
6
M

一
一
語
号
、
ゑ
γι

教
」
百
三
ク
ラ
ス
を
一
マ
競
技
ん
込
リ
ン
ク
ト
!
ナ
メ

マ
申
仏
煽
限

9
乃
花
日
(
金
)
一
二
均
一
四
午
後
7
時
1

8
時
約
分
一
記
入
の
う
え
、
一

Tm平
塚
市
大
政
一
ン
ド
戦
方
式

議
議
綴
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
マ
会
場
管
体
育
館
ブ
E

ル

一

]
1
Z球
場
内
ス
ポ
ー
ツ
一
マ
柔
喜
市
内
に
お
言
い

懇

笈

}

一

一

〉

定

員

市

内

に

お

住

ま

い

、

お

一

保

興

対

出

(
r
h
c
M
初
心
一
口
一
の
一
万
(
選
手
5
入
、
捕
欠
2
人
)

守
口
科
ぬ
刀
6
U
1
3
月
竹
山
口
一
勤
め
ま
た
は
週
日
F
(
叫
怖
く
高
校
一
一
)
へ
。
一
一
〉
出
込
町
制
問
問

9
月
訪
日
(
水
)

ま

で

の

関

心

毎

週

火

同

地

口

(

除

問

一

一

j

v

一

:
w月
2
日
(
会
)

と

し

て

?

阿

)

一

ス

ポ

j
ヅ

大

会

を

調

鎧

一

家

議

案

豪

包

装

警

備
時
絹
午
前
9
時
お
分
1
ロ件付…

d

一
J

〆

-
i
i
A
1
1
j

一
大
余
}

V
A
広

場

総

合

体

育

館

一

希

望

さ

れ

る

方

は

体

脊

認

へ

言

語

、

会

場

主

の

と

お

り

マ

定

山

県

市

内

に

お

口

ま

い

か

お

…

一

マ

競

技

種

忌

勤
め
の
女
怜
若
T
O
h
]
(
抽

選

)

…

教

育

委

「

討

会

で

は

、

ス

ポ

ー

ツ

一

先

取

一

。

パ

レ

ボ

ー

ル

男

Z
J
9
人

ヤ
参
加
料
六
千
円
…
の
秋
を
迎
え
て
ス
ボ
}
ツ
大
会
セ
…

hv
芝
山
愛
情
市
一
内
に
お
住
一
ま
い
一
鋭
、
チ
!
ム
編
成
(
監
督
1
、
コ

マ
申
込
町
制
捜

Q
V
月
ぎ
(
金
二
関
く
。
君
主
宰
さ
れ
る
万
は
一
の
主
婦
、
ま
た
は
お
歳
以
上
安
一

i
T、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
入
選

〔紫
2
翻
ナ
イ
タ
よ
ア
ニ
ス
撃
竺
平
一
単
一
球
場
内
体
育
課
這
古
川
町
U

一

性

一

千

立

て

3
セ

Y12点
ゲ
ー
ム

V
門
口
糧
ぬ
月
7
臼
r
、
円
以
月
刊
山
門
口
一
三

O
パ
O)
へ
お
申
し
込
み
を
。
一

V
申
込
期
限

9
R
n日
(
月
)
一
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の

の
譲
葉
濯
潟
、
全
7
回

一

{

篠

山

μ
思
議
人
テ
ニ
ス

X
余
}
…
{
第
一
M
間
出
ナ
イ
タ
i
ソ
フ
ト
ボ
1
一
み
、
チ
ム
編
成
(
監
努
]
、
選

@
時
諮
問
午
後
7
時
3
9時
一
マ
印
刷
臼

9
月

同

日

未

)

午

前

一

ん

大

会

一

手

お

)

、

試

合

は

的

分

ハ

ー

フ

マ
会
場
総
合
公
開
国
テ
ニ
ス
コ
}
一

9
時
1

一
マ
日
程
ぬ
月

5
B
Sれ
R
ま
で
一
，
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ

1
ム
編
成

ト

一

マ

会

場

枕

浜

閉

経

球

場

一

の

間

の

附

即

刻

と

し

て

丹

、

水

、

金

一

(

監

督

1
、
議
手

5
1
7
)
、
日

マ
定
沼
周
市
内
に
お
住
ま
い
、
ぉ
一
マ
競
技
方
法
m
y
ダ
ブ
ル
ス
ー
、
!
一
曜
日
一
ポ
イ
ン
ト
3
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
、
試

勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
玲
歳
一
ナ
メ
ン
ト
戦
方
式
②
6
ゲ
ー
ム
一
明
持
一
間
第
1
試
合
(
午
後
6
時
一
合
同
順
序
は
m
wダ
ブ
ル
ス
②
シ
ン
グ

一
時
分
1
7
持
品
分
)
、
第
2
試
合
一
ル
ス
③
ダ
ブ
ル
ス

一
(
午
後
7
時

ω分
1

8
狩
ぬ
分
)
一
・
卓
球
硬
式
、
チ
i
ム
編
成

一
マ
会
場
江
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
一
(
監
督
1
、
選
手
6
)
、
3
セ
ツ

…

ド

ほ

か

…

ト

沿

点

ゲ

1
ム
、
試
合
順
序
は
⑦

一
マ
競
技
方
法
①
一
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
男
F
シ
ン
グ
ル
ス
②
女
子
シ
ン
グ

一
戦
方
式
③
1
試
合
5
回
戦
一
ル
ス
③
勇
子
ダ
ブ
ル
ス
③
男
子
シ

一
7
参
加
資
格
お
歳
以
上
(
市
内
一
ン
ク
ル
ス
@
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
方
)
で
一
伺
硬
式
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
編
成

一
織
成
し
た
チ
I
ム

一

(

男

子

は

数

管

1
、
選
手
6

1

一
一
〉
申
込
期
間

9
月
刊
日
(
水
)
一
初
、
女
子
は
ι
監
督
1
、
選
手

4
1

一
i
m
日
(
金
)
、
幻
チ
I
ム
以
上
一
日
以
)
、

8
ゲ
I
ム
マ
ッ
チ

一
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
地
一
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
編
成

庁帯

額

唱

え
イ
i
ス
タ
ン
リ
j
グ
公
式
戦
(
大
人
八
百
丹
、
小
人
一
一
一
宵
同
月
)
点

包

9
月
訪
日
(
水
)
均
時
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム
市

〈
〉
そ
の
ほ
か
の
全
一
な
試
合

・
9
汀
お
汀
(
祝
)
9
M吋
新
関
東
大
学
準
硬
式
野
球
ー
一
べ
会

-
5月
刊
凶
行

(
L
L
)
i
m幻
(
一
円
)
山
時
鈎
分
千
胸
部
大
学

野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
〈
有
料
〉

8
9
バ
お
U
(
t
)
〈
}
訪
日
パ
4
汀
(
け
)
神
奈
川
県
高
校

野
球
連
盟
秋
季
式
会
〈
有
料
〉

が
き
で
ス
ポ
j

~、

額

lOfl 8(B) 
午 後 l時 30分開演

e
9
月
n
B
(火
)
ね
待
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ヱ
ス
テ
イ
パ
ル

9
 

a
9月
訪
日
(
ふ
午

1
幻
臼
(
日
)
9
時
神
奈
川
熊
宅
手

道
選
子
権
大
会

-m月
3
日
(
土

)
1
4日
(
包
)
9
時
間
聞
東
大
学
男
F

ー
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

夜間中駁芸芸術家交流E!l
家劇(孫壊さ霊ほか)、務不襲撃

主主籍、 主義援護警察

窃出演

窃演箆



の
か
わ
い
さ
と
、
専
に
咲
く
白

い
花
の
芳
し
さ
は
ふ
る
さ
と
東

恨
の
災
し
い
シ
ン
点
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
山
内
に
山
形
明
治

が
あ
り
、
飛
行
機
の
離
発
着
が

授
訟
活
動
に
良
い
影
響
告
与
え一

品
目
骨
川
川
泰
子
さ
ん
〈
hu
綾
)

。
私
の
家
族

優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
素
敵
な
パ
パ
、

や
ん
ち
ゃ
な
和
く
ん
お
し
ゃ

ま
な
由
貿
ち
ゃ
ん
の
に
ぎ
や
か

空襲494務(5) 

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
で
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
ほ
か
に
り
ん
ご
、
も
も
、
ぶ

ど
う
な
ど
、
四
季
を
混
じ
た
問
視

樹
栽
培
で
フ
ル
ー
ツ
五
回
を
沼

指
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

一ωキ
母
体
に
設
ん
で
の
感
怒

海
に
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、

海
、
山
の
あ
る
平
塚
は
四
季
折

々
の
表
惰
か
あ
り
好
き
で
す
。

た
だ
、
私
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
人
口
が
急
激
に
増
え
て
い

る
の
で
、
公
開
聞
な
ど
憩
い
の
も

て
る
公
共
指
設
を
も
っ
と
造
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
一
万
mm)

ん
募
集
」
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
ハ
汁
は

ん
で
か
ら
の
感
怨
を
お
寄
ぽ
く

だ
さ
い
。

〈
〉
送
り
先
一
T
m
山
平
塚
市
浅
間

防
J
9
1
f
r
原
市
広
報
広
時
間

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
内

均水一今一一団
J
〕

革

じ

と

揖
入
場
料
一
般
一
下
五
百
円
、
中
e

高
・
大
学
咋
~
八
百
円

齢
羽
月
4
日
(
臼
)
9時
平
原
市
中
川
f
校
本
、

mL入
会

Eミ
〈

v
h
H
J
リ
i
グ
カ
ッ
プ

(
5
3
席
一
千
尺
ぽ
一
円
、

S
席
二
千

円、

A
席
一
千
五
汗
円
、
十
八
人
之
生
涼
一
千
一
一
百
円
、
小
@

中
学
生
芝
生
席
七
百
円
)

事

9
月
刊
叫
日
(
〈
官
官
)
問
符
ジ
ェ
フ
市
原
村
名
古
域

B
9
丹
幻
自
(
火
)
凶
時

A
S
横
浜
対
浦
和
F
C

'
M
月
日
日
(
日
)

V

H

対
日
曜
横
浜
対
A
5横
浜

〈〉
J

F
リ
j
グ
1
叡
(
}
般
一
千
五
百
円
、
中
@
高
校
生
一

千
内
、
小
品
下
生
八
百
円
)

・
9
月
山
口
日
(
上
)
刊
日
時
フ
ジ
タ
対
大
塚
製
薬

9
9
月
お
い
れ

2
4
m時
フ
ジ
ヨ
対
東
芝

-m月
初
日
(
祝
)
狩
時
フ
ジ
タ
対
本
羽

〈〉
J

F
り
i
グ
2
部
(
高
校
生
以
土
五
百
円
)

昭
一
山
月
日
R
(
H
N
)

一
均
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
甲
府
ク
ラ

ブ

ひ
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会

-
9
Rお
日
(
出
川
)
お
時
ぬ
分
東
日
本
縦
断
駅
伝
、
東
日

本
女
子
駅
伝
選
考
大
会

・
9
月
刊
山
日
(
臼
)
8
時
四
町
高
校
新
人
様
上
競
技
大
会

-

M

山向付
3
H
(
土〉

3
4臼
(
門
口
)
8時
第

3
回
関
東
学

生
新
人
路
上
選
手
権
大
会

s患に科病できます

ただし、占I!l'立できません

3
M吋
1
4時
科

目

分

一

演

会

係

(

内

線

一

一

一

一

五

)

へ

。

光

一

選

一

(

監

督

1
、
選
手
6
)
、
7
セ
ツ

マ

会

場

中

央

公

災

館

一

者

七

防

人

一

{

第

お

留

婦

人

パ

レ

ボ

i
ん
大
て
マ
ッ
チ
、
試
合
服
序
は
⑦
男

F

一

一

、

一

一

宇

U
込

み

は

、

は

が

き

(

入

場

一

一

会

〕

一

②

K
子
③
男
子

広
報
広
一
聴
課
で
は
、
東
京
電
力
一
講
師
は
、

T
8
5ラ
ジ
オ
「
大
一
マ
は
「
笑

L
健

康

い

て

フ

リ

一

ー

i

l

平
山
宮
塚
市
怯
鳳
町
一

i
u
一
平
一
マ
期
円
一

ω月
0
0

日
(
木
)
守
一
削
一
。
サ
ッ
カ
ー
男
子
の
み
、
チ
l

b町
村

訂

作

…

一

日

訪

れ

れ

わ

町

一

日

一

七

主

計

ゴ

リ

一

親

子

の

い

も

揺

母

子

2持

:

…

需

コ

ル

ブ

協

会

き

へ

一

計

官

会

一

詰

「

九

円

選

手

目

)

ナ

:

前

が

一

喜

一

マ

問

い

合

わ

せ

;

球

場

工

芸

あ

る

く

会

一

マ

競

技

方

法

①

ト

ナ

メ

ン

ト

一

マ

競

技

方

法

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

お

ソ

議

c

訳
午
こ
一
士
沢
丘
陵
の
自
然
の
中
で
、
秋
予
定
員
総
同
子
(
小
学
年
二
九
山
一
変
育
課
(
電
話
混
一
一

-23)
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
森
林
公
一
戦

G
A
②
ゲ
?
ム
は
れ
点
3
セ
一
よ
び
リ
i
グ
戦
万
式

一

、

る

心

人

の

そ

イ

サ

ミ

一

一

一

一

一

;

:

け

「

げ

一

の

一

臼

皇

子

で

楽

し

ん

で

し

た

一

人

、

先

章

一

一

粛

と

し

て

護

さ

れ

た

葉

市

郊

了

ト

マ

y
チ

一

マ

嘉

意

書

の

事

務

所

、

ふ
れ
オ
騒
ピ
二
だ
こ
う
と
準
い
も
綴
り
&
¥
イ
一

v章
費

1
人

百

守

二

市

民

ブ

ル

ブ

一

外

の

日

渡

主

く

。

柔

さ

れ

る

一

マ

参

加

草

花

人

(

実

に

お

一

事

業

所

で

編

成

し

た

チ

ー

ム

ど

ち

し

ジ

金

レ

時

一

o

-

日

ノ

。

…

ヘ

ノ

ヂ

ド

j

一

…

…

し
も
叩
士
y

h

山一ア

7

一

7
が
問
問
か
れ
る
量
五
を
一
言

v

工
く
る
物

5-、
シ

ャ

一

大

会

を

R
甘
く
一
方
向
古
川
直
一
鳩
山
集
合
場
所
に
お
一
住
ま
い
の
主
将
、
ま
た
は
お
歳
以
一

V
申
込
間
期
間

9
5日
(
ホ

と
は

STb
円

三

以

後

一

マ

期

日

山

口

け

訪

日

立

一

ベ

ル

、

軍

予

一

j

一

き

ち

を

。

一

E
の
女
性
)
で
編
成
し
た
?
と

r
A
S訂
(
斤
)

立

む

引

叩

川

一

@

集

合

ぴ

わ

青

少

托

の

求

、

工

v申
込
先
ぴ
わ
青
少
恒
の
京
一
平
塚
市
コ
ル
フ
協
会
で
は
、
竺
マ
雪

9月
初
日
(
円
)
、
降
一
マ
主
題

9
A口
実

)

一

:

ン

一

絡

は

イ

、

わ

一

話

器

分

一

一

議

詩

人

)

八

む

一

)

一

九

翠

警

災

ゴ

ル

フ

大

会

主

議

事

訴

以

仁

の

室

長

円

一

警

襲

警

少

年

少

女

怒

鳴

一

ト

「

立

孟

ヰ

竺

解

散

松

山

石

寺

、

午

後

3
話

一

一

く

。

一

(

日

、

以

後

中

止

一

大

会

一

一

ツ

料

7

・
し
滋
ゆ

~

J
一

分

一

一

マ

日

時

日

月

2
汀
(
月
)
乍
前
一
生
合
本
厚
木
釈
北
い
い
広
場
午
一
マ
期
日

ω月
江

口

二

日

)

午

前

一

関

口

「

躍

~
一
二
百
一
一
山
附
か
一

v
コ

!

ス

び

わ

青

少

年

ー

の

家

一

秋

の

丹

沢

登

山

一

7
時

三

i
ト

一

前

9
時

一

8
?

一

館

恥

一

J

汀
州
知
訂

げ

一

一

ぷ

一

一

お

て

い

忠

掘

り

、

昼

食

)

一

参

加

者

安

募

集

す

会

場

平

塚

望

号

ン

ト

ム

マ

コ

ー

ス

本

堂

駅

飯

山

縦

一

三

選

総

合

体

喜

一

間

附

町

一

古

川

一

れ

あ

い

の

一

点

。

松

計

年

一

一

一

i
ク

ラ

ブ

大

磯

コ

ー

ス

一

笠

間

飯

山

続

汚

物

見

峠

順

一

行

〉

競

技

種

目

一

九

日

丸

公

、

口

ム

J

f

一
平
山
地
山
岳
協
会
で
は
、
丹
沢
山
一
マ
競
技
刀
法
三
;
ル
、
ス
ト
一
礼
峠
七
沢
病
院
人
口
伊
勢
原
一
守
備
人
の
部
(
男
子
の
郎
、
な
F
一

間

一

札

制

山

川

問

問

一
塊
の
一
最
高
峰
絞
ケ
岳
に
山
せ
る
。
一
口
I

ク
ブ
レ
ャ
、
ニ
1

1

へ
j
ア

…

釈

一

の

部

)

小

手

1
年
。

2
牢

2
3
一

、

出

、

川

口

、

体

一
V
日

待

ぬ

月

例

日

(

と

)

、

ぉ

一

万

中

山

一

マ

待

っ

て

く

る

物

弁

νi
引
一
一
宇

4
年
。

5
守

ち

年

の

部

、

一

山

川

山

一

川

十

日

帆

ロ

(

日

)

一

[

〉

定

良

市

内

に

お

ハ

何

ま

い

か

お

一

交

通

費

一

千

五

百

円

一

中

学

生

の

部

一

月

パ

H
お

月

見

一

一

の

レ

0

5

j

z

一

主

人

汀

約

口

王

午

前

7

一
勤
め
の
万
出
八
十
人
(
男
子
三

v間
い
A
l
わ
せ
先
平
塚
球
場
内
で
国
体
の
部
(
小
苧
生
の
み
)
一

i
イ

l

山
川

1

丸

一

時

、

見

附

台

体

育

館

一

五

f
入
、
な
rγ
知
人
)
捨
選
一
体
奇
課
一
一
逗
ア
r川
日
以
¥
一
一
、
)
レ
ハ
心
)
一

5
人
i
M
和

一

J
A
?
1
刊
《
、
ソ
ハ

て
解
散
お
汀
〈
日
)
午
後

2
一
守
本
一
加
費
六
千
一
円
一

:
i

一
一
〉
競
伎
万
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ド
一
か
け

-L

一
一
)
川
山

一

持

、

大

台

バ

ス

停

一

円

〉

申

込

印

刷

制

限

9

月

例

汀

(

木

)

一

一

一

戦

万

式

mw勝
負
は
3
本
と
し
、
一
川
ケ
パ
ト
カ
テ
ミ

一
マ
コ
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主語 瀦F若葉君主義(本部朝霧J司畔縁地)

受 f寸 午前 7時へ午η 王寺

競技下17 季、午後 2時

:コ錯し込み所廷の出込書を大会、珂日受付に

提出する。ただし、中学生以下は、保護者の

同伴か、{荷主主が必要。申込奈は、市内章、J呉

く訴す言主体害事費宮崎 J(H 3();');) 

e 開放種!'l球、ハドミントシ、ハスケノ

ト、軟式虹球 (-~16休日、ハレ (1 6 詐~，

， 9月2Mヨ(汚)午後 1時~午後 8時

10月 12El (汚//

く〉金額公E霊童宮手本害事録(屯J~31 2136) 

o室長s公民意書体害事室宮崎nお K 01(1) 

o神路公認室宮体葬祭〔屯(;5S 02却〉

o緩務公渓護憲体事憲章宮〈屯話:ll 22日〉

司開政理器 ノミレー(9時 --13時)、パにミン

トン、卓球(l3時~16時〉、パスケット(16

時 -20時)、

尉ヲ 28~ヨ(j汚)午熟 9 時~午後 8
。守 5 ヨ(汚) // 
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15定合 )宅 o 乙二三怯延小学校 14日 間 :00--16 的|
柵 3 [ヨ E酉ヨ(.)n巧¥ 一一…一一 一一 J 

合秋の資楽まつり

'IH'，~ 9 Jj 19fl{U15時~17時、 20日(日)
li)l十字~12時
・会場 均少年会館弘会宮〈人場自由〉
• tHちlil¥lii本 パールグループ、フレンズ、 ψ
塚市認の合、フル トアンサンブルほか

す綴霞(平塚の渓言書)を楽しもう
e什W lu!1 3 日 ~12 Jj lzrl (除く 10JL31jl)

の毎週 i陪 '11 、 14時"-..-16fj--l" ~I()H
'会場 青少年会鮪L1~~~'
。λ!1l ノ 41YJL~ Ii ]"1:~L20人〈先者"tn>
ー春力fI<{'i 1，(削)円

すパウンドテニニス教室

格 11科 lOJJ 6 日 ~1 】 IJ1711 のらfjJli:'il火防t 什、
19時時・全 7l"1 
-会場 内少句会舶の出

・出品 市少年、 般 20人く先持舶〉
ー認、力11ぜを 500ftJ 

合ユースカルチャーサークル

ベンデと尖昔話を通してイ1何mっくりをする0

・H担 問)H5!1~日 JJ 17日の恒週二本吋!日、
間十字3D分~2()時30升・ノ仕 10出
・会場 '1'央公民附品l;京

叩込':0 lH蹴~叩此(除く高校'LI までのふ
蛸の}J30人ど抽選〉
e 受講料 1m料(テキスト代は別〉

・申し込み ¥) ) J :~Oll までにむ揮はがきで

す鈎芸教愛

掠茶茶わん、コ ヒーカップ安造あ。
・Ll手安 l0J1171i (1-.)、 llJJ7 日 U-.)、 21 

fl C:1ニ〉同時--20IL'f:'Hl分ー会 3[，円!

会場 背少今会mY民会主主

-，ζ日 高校生以 jの;J50人<先脅隅〉
材料明 2，000f[J 

イ/1.木貧富El j与王、盟JJ日付イ円、 9 Jl151 I、16f1 (s'o 
内消毒)、 23f1、 lOfj11 F1 
す青企年金館

宇部を '''1町J1 2- 臼，~32 7029 

台市渓アートギャラリ…

{平塚史的協会担]

e 会期 9 j116[ I (水) ~22fl (火〉

{可 Y写真展]

期 9JJ2Jll (祝) ~2711 (Ij) 

{却と子による"//1会作品掛]

ー会禁容j 9/J26日 ~27 lJ (11) 

(MOA 、ポI)，~ Ij'(戸科医]
.j?間 HI)Jl!J (木〉へ 6汁 f火)

[ぬ 7H逝照会期立す口ン腕]

・会WJ 10Jj 7 [j 水 1 (火)

[設i12RHJR ソ

司会期 ]()}j'ill (水) ~DII (火)

均女系?と尚j長(]

ーゴ-;:WJ 10汀 11li (水) ~20il (火)

れつークショ、ソプ

[色を造る・岩絵異]

大 黙 1I本両む給見。〉製作体験をしてみるo

-11刊 jOfJ241i (上) ~'2S1J (ι1) 時 -16

仏イ?

?を場 美術館アトリ工

民 同校生以 1-.20人く抽選〉
，教材費 2，0叩内

E邑を造る・油絵異]
開料と油を繰り打わせて油松を諮る。

命日持 10}]31fl ~l1 jí 1 11 ([1) }O 

時~16時

会塙実術館アトリコ
9 定品 高校位以 L20人く抽選〉
教材費 2.000円

※申し込みは、 10日12口までにフークシヨソ

ブ
i名、イ了、氏名、起話番りをl記入のうえ、

行機はがきで

合主主について考えよう

{講畿，菌材の博物誌]
給i向在材不守と技u.:.から解きl!Jiかすo

• I j!J-:f 10}-j 4 11 (! 1) J:1HSへ字

ゐ会場 美術倉院蒋吹く入場fjfl!)

-，，J<t;附J I永民民学博物館教授 蘇臼i恒之氏
[公開製作 d 天然自本画岩結具]
叶いたでれ給を製作する課科を見学

ずる。

!l時 10}.ll1Il (fJ) 13時~16時30分
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国費げる。 5歳 6かrJに遣するま
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するととが壊ましい
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閤探障是正、母子健麗手帳を持事

霊安参穆

毘奪獲てFらつか平成4王手主主持守 58
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民病院行「底樺センター前j下車

骨平嘩探盤所

笠原 町 2-~21 電話32--0130 
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駅行「営林署前j 下車
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き
ま
っ
て
い
子
供
用
剣
道
間
同
日
式
、
事
紺
ス
1
1
如
何
ジ
)
、
テ
和
一
マ
日
程

9
月
初
臼
(
水
)
、
ぬ

醸

麗

E

e

'

[

巴

a

る
も
の
も
あ
る
の
で
ご
了
ぷ
を
。
ツ
(
閣
守
口
)
、
小
た
ん
す
、
棚
、
だ
ん
す
、
製
図
椋
月
号
巴
(
金
て

H
日
(
水
)
、

覇対強 百円せきり予防接揮を受け

る必要のない乳幼児

e 第 1期 3;6、月以 1:6鵡未満の乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

3間受ける

第 2期第 1期の 3何回の揖種日

から l年以 r: 年 6か月以内に 1

間受ける

盟接横方法 市民病院・共荷病院の

みで勾間を通じて接揮できるロ持

種目は医師とご相談を

腫料金無料

輔保検証、母子髄溝手i揖を持参

麟謹湖(妊娠 8か月以障のノ'1)

10月261i 今後 1 時30分~4 時

お躍の進みj;と産後四過ごし}1• 

呼吸法

llfJ7 勺前 9時30分~日時30分

局、ちゃんのおふろ(実習〕

お父さんもご参加を

鵠 会 場 保 健 セ ン タ

盟主治慌の許可を樽てからご参加を

覇市子館長夜子帳、筆記用具(全日程

共通)、スラックス (5E-12:::26日)、

手ふきタオル(l9日と 7日)、エプ

ロン、二角布(19日〉を持書

盤対象 2歳 6か月まごの乳幼児

観相談日 10月 5日、 19日

調時間午前 9 持~10時

鶴会場平探保鵠所

離申し込み 電話で平場保鵠所へ

醸相談日 時週水曜日

鰯 時間今前 9!時30升~10時30分

盟会場楳健センター

鶴内容体重測定、常盤、病気、台

て方、予Il')j持額のことなど

額ぽ子糟産手段長そ持参

m 入場料 5席 2500F守{全麿指定〉

・都機鼻 討す箆センタ一、世クラ

手書f吉、ヤンレイレコード、花水

害局、稲元箆楽器Y苫で発売中

・罪著い合わせ 市民センター雲童話32~2235

/'~ ~時デ唖一地占議議湯/ 宮里盟 ¥とこ

毒事豪華重ガ F寺下空襲jごあ鈎いし家宅ずので、ご嫁カください

・問い合わせ 綬務課統計畿支援当(内線348、349)
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市
営
錦
町
駐
車
場
で
は
、
駐
車
台

数
を
増
や
す
工
事
(
一
層
二
段
自
走

式
)
を
行
う
た
め
、
日
月
2
日
か
ら

約
2
か
月
間
、
駐
車
で
き
る
台
数
が

減
少
す
る
。
詳
し
く
は
、
開
発
公
社

(
電
語
泊
五
七
八
二
に
お
尋
ね

を。7
E韓
日
月
7
E
s
n日
の
醤
週

水
・
金
曜
臼
、
全
5
回

・
時
間
午
後
ヱ
時
却
分
1
4時

V
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
組
人
(
先
着
廟
)

マ
内
容
講
積
金
、
施
設
体
験
学
習

ほ
か

マ
申
込
先
社
A
耳
福
祉
協
議
会
(
電

話
回
二
三
一
一
一
一
ニ
)

時

5
4時

マ
会
場
小
田
原
市
中
央
公
民
賠

マ
申
込
先
平
場
公
共
職
業
安
定
所

(
電
話
剖
八
六
O
九
)

一
建
築
パ
ト
勾

i
ん
を
一

日
四
月
日
日
(
日
)
か
ら
げ
日

(
土
)
ま
で
の
Z
週
韻
聞
は
、
宅
医
建

築
防
止
週
間
(
建
設
省
)
。

建
聾
指
導
課
(
内
輯
六
O
七
)
で

は
こ
れ
に
併
せ
亡
、
四
月
日
比
日

(
水
)
に
市
内
を
パ
ト
口
1
ル
す

るロ
需
話
牢
〈
撞
横
の
取
り
替
え
工
事
の

た
め
、
日
月
H
日
(
ホ
)
午
前
1
時

か
ら
約
5
分
間
、
市
内
閣
番
目
・

副
・
一
時
局
の
電
話
は
ご
利
用
で
き
?
な

く
な
る
。
詳
し
く
は
、

N
T
T
平
揮

支
居
(
電
話
回
i
六
O
二
九

)ι
お

尋
ね
を
。

地
球
環
境
と
憧
鹿
を
テ
}
マ
と
し

た
神
奈
川
県
大
学
公
開
医
学
講
庄
が

開
か
れ
る
。

マ
臼
程
日
月
羽
田

jsu月
訂
日

(
除
く
四
月
初
日
)
の
轄
週
金
曜

日
、
全
6
田

・
時
間
午
撞
1
時
却
分
3
3
時
却

分マ
会
場
東
海
大
学
時
院

7
定
員
二
百
二
十
人
(
抽
選
)

マ
テ
キ
ス
ト
代
一
一
千
円

守
申
込
期
詞

9
月
初
日
(
本
)
I
1
3

四
月
7
日
(
ホ
)

申
し
込
み
は
、
往
揮
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
当
謂
躍
受
講
閑
散
を
記
入
の
う

え
、
千
四
!
日
炉
勢
原
市
望
星
台

東
福
大
学
医
学
部
総
務
課
{
電
話
回

t

一
一
一
一
一
)
へ
。

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
児
家
扶
聾

手
当
が
受
け
ら
れ
る
。
申
請
の
手
続

き
を
。
な
お
、
所
持
制
離
が
あ
る
の

で
、
先
輩
福
祉
課
児
童
保
(
内
線
二

一
六
)
に
お
尋
ね
を
。

マ
対
象
国
誰
(
中
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
場
合
は
叩
歳
)
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
母
子
空
庭
の
母
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
そ
う
け
ら
れ
る

場
合
は
除
く

マ
支
給
額
児
盆
1
人
の
場
合
は
月

額
三
万
八
千
二
百
二
十
円
、

2
人
の

場
合
は
四
万
一
一
一
千
二
百
二
十
円
、

3

人
目
以
降
は
1
人
に
つ
主
一
一
千
円
を

加
揮ヱ

コ
ラ
イ
フ
フ
ヱ
ア

{
エ
コ
ラ
イ
フ
(
地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
方
)
フ
ェ
ア
}

マ
期
間
四
月
口
日
(
士
)
3
四
日

一日)

て

s

時
間
午
前
日
時
担
分
1
午
後
4

時マ
会
場
見
開
ム
口
体
禽
舘

マ
内
容
フ
リ
ー
マ
1
タ
y
ト
、
牛

乳
パ
ッ
ク
で
作
る
は
が
き
と
お
も
ち

ゃ
、
罵
油
で
作
る
石
け
ん
、
講
漬
・

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
!
鯵
人
形
劇
・
ミ
ニ

コ
ン
ザ
!
ト
(
以
上
口
自
の
み
て

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
1
・
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
(
以
上
国
日
白
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
南
河
費
生
活

セ
ン
タ
ー
(
電
話
泣
l
問
。
九
五
)

ふ
れ
あ
い
パ
ザ

i
を

社
会
福
祉
法
人
精
陽
学
彊
で
は
、

地
場
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
バ
ザ

ー
を
開
く
。

中
日
時
叩
月
刊
訂
一
祝
)
午
後
1

時
j
1
3
3
時

マ
会
場
精
陣
学
園
駐
車
場
(
域

所
)マ

聞
い
舟
わ
せ
先
向
学
園
バ
ザ
ー

実
行
委
員
会
(
電
話
臼
丘
一
一
二

m

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
安
田
信

託
盟
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
一
菱
銀
行
)
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー

{
辛
東
金
書
道
展
}
9
月
8
臼
(
火
)

ら
お
日
(
月
一

{
平
凶
申
書
道
協
会
書
道
展
}
9
月
白

日
(
火
)
、
、
ー
刊
月
5
日
(
月
)あてし畿設所カミ

Jー

た
め
の
お
知
ら
せ
亭
行
っ
て
い
い
の
鎮
で
す
。
な
お
、
夕
方
に

ま

す

。

つ

い

て

は

、

日

照

時

時

間

に

あ

わ

毎
日
放
送
し
て
い
る
チ
ャ
イ
せ
て
次
の
時
同
婚
に
放
送
し
て

ム
は
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成
い
ま
す
。

す
る
た
め
の
「
愛
の
鐘
」
と
し

@
4
1
5月
午

後

5
時
5
分

て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
、
現
・

6
1
8月
午

後

5
時
日
分

在
で
は
、
防
災
然
線
塔
の
毎
日
・

9
1
m月
午

後

5
持
5
分

の
点
検
を
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

e
什
以

t
3
3
一
月
午
後
4
時
間
判
分

ご

質

問

の

チ

ャ

イ

ム

の

時

間

同

(

広

報

広

務

課

)

帯
に
つ
い
て
で
す
が
、
朝
七
時
提
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

は
時
を
知
ら
せ
る
鐘
、
夕
方
は
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
品
目

子
供
の
帰
宅
を
促
す
鑓
、
夜
九
当
(
市
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

時
は
子
供
た
ち
に
お
休
み
内
川
γ
さ
く
だ
さ
い
。

にあ開

-
簡
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
場
郵
恒
層
)

{
粋
墨
画
麗
}
日
月
1
日
(
木
)
j
t
3

抗
日
(
土
)

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
理
境
や
食
品
の
安

全
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
る
。

中
日
程

9
月
四
日
(
火
}
3
日
付

5
日
(
木
)
ま
で
の
問
の
刊
行
間

・
時
同
午
前
日
時
i
u時

マ
会
場
平
理
消
費
生
諒
セ
ン
タ
ー

研
常
幸

マ
定
員
削
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
平
壊
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
(
電
話
四
四
O
九
五
)

議

を

醐

聞

く

マ
日
時
叩
月
3
日
(
十
一
午
前
9

時
担
分
3
日
時
担
分

マ
会
場
県
農
業
金
融
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
京
佐
野
喜
子

さ
ん

マ
内
容
花
木
、
続
木
の
手
入
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
相

談
コ
ー
ナ
↓
(
電
話
お

C
E九
一
一
)

市
渓
市
に
山
出
品
縞
を

ひ
ら
つ
か
市
民
市
実
行
委
員
会
で

は
、
市
民
市
(
同
月
訪
日
、
中
山
高

居
街
)
に
出
席
さ
れ
る
悶
庖
を
募
集

す
る
。

マ
出
品
で
き
る
鞠
子
作
り
品
、
不

用
と
な
っ
た
品
物
な
ど

マ
春
加
料

1
出
舗
一
一
£
円

マ
申
込
期
限

9
月
回
目
(
金
)

マ
申
込
先
平
揮
青
年
会
議
所
(
電

話
引
六
四
七
回
)

平
塚
共
持
病
院
で
は
、
刊
月
よ
り

第
2
e
第

4
土
曜
日
が
休
一
昨
と
な

る
。
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、
電
話

回
↑
九
五
O
に
ご
連
絡
を
。

神
奈
川
県
体
育
協
会
で
は
、
合
性

を
対
極
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
宅
を
間

/、。一
初
融
女
性
擾
式
テ
エ
ス
軌
ム
軍
}

マ
日
程
刊
月
7
口
3
3
月
口
日
ま

で
の
聞
の
水
曜
日
、
全
回
目

-
時
間

(
A
コ
ー
ス
)
午
前
9
時

日
分
、
日
時
、

(
D
D

コ
ス
)
作
寸
前

日
時
日
分
ら
午
後
、
3

時

マ
ム
広
場
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ト

ヤ
定
員
各
コ
ー
ス
別
人
(
抽
選
)

マ
岳
会
加
料
万
六
千
一
百
六
十
円

マ
申
込
期
限

9
月
白
日
(
火
)

{
初
紐
女
性
木
一
部
朝
準
}

ア
コ
コ
芝

丈
一

}t
手

(
A
コ
ー
ス
)
日
月
H
M
S
3
月
剖

日
ま
で
の
聞
の
水
曜
日
、
会
初
回

(
B
コ
i
ス
)
四
月
9
日
S
3
円
回

目
ま
で
の
聞
の
金
曜
日
、
全
問
問

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

マ
会
場
総
合
公
掴
フ
ー
ル

マ
定
員
各
コ
ー
ス
記
入
戸
抽
選
)

V
参
加
料
一
万
六
千
三
一
百
六
十
円

マ
申
込
期
限

9
5
m臼
(
水
)

申
レ
込
み
は
、
性
哩
は
が
き
に
長

加
希
宣
教
室
名
、
コ
ー
ス
、
件
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
欝
号
を
記
入
の

う
z
へ
一
一
千
加
横
浜
市
神
奈
川
民
一
ツ

沢
田
町
3

1

県
江
ス
ホ
!
ツ
会

館
内
神
奈
川
県
体
育
協
会
(
電
話
。

四
五
;
一
一
二
一

i
C六
五
一
一
)
へ
。

円
、
穴
水
保
太
郎
…
万
八
千
子
十
一

一
円
、
相
川
さ
き
一
一
千
阿
円
五
f

一一

一
円
、
キ
ヨ
ジ
ャ
ズ
タ
ン
ス
ス
ボ
ッ
一
一

ト
八
万
+
一
千
二
百
+
円
、
秋
山
公
一
一

子
喝
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
一

各
千
万
円
、
明
神
照
子
・
小
山
田
ト
一
一

一フ
p

共
栄
各
瓦
万
円
、
融
田
町
克
一
一

正
・
白
石
洋
子
各
一
宇
千
円
、
匿
名
一
一

(
3
件
)
一
三
十
万
六
千
円
一
一

守
交
議
議
児
へ
司
平
塚
内
動
車
学
一
一

校
六
万
一
千
円
円
八
f
六
円
、
ス
一
一

ナ
ッ
ク
あ
し
た
の
ン
ョ
i

一
一
万
円
一
一

y
金

¥

丸

郎

容

〈

a

各
一
一

言

A
N究
開
品
開
一
一

ス

d
p

本
「
〉
語
調
V
7
;

ニ

ス
ポ
ー
ツ
揺
興
纂
金
は
、
ス
ボ
ー
一
一

y
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ツ
同
一
一

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
ね
れ
一
一
一

る

。

と

協

力

を

。

一

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
輯
一
。

A
君
は
幼
稚
臓
の
年
中
で
こ
の
た
め
、
家
族
や
近
所
の

財
泊
(
平
理
球
場
内
ム
弔
詩
話
l

o

一
一
す
。
知
的
に
劣
っ
て
い
る
訳
で
人
た
ち
か
ら
は
、
「
A
君
は
い

一
O
ニ

)

へ

。

一

…

は

な

い

の

で

す

が

、

言

葉

が

よ

い

子

だ

ね

」

と

い

つ

も

ほ

め

ら

マ
ス
ポ
ー
ツ
撞
興
基
金
へ
。
平
時
一
口
く
話
せ
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
は
れ
て
き
ま
し
た
。

体
育
振
興
連
絡
協
重
親
一
聴
会
一
一
山
同
年
齢
の
子
供
た
ち
に
比
べ
て
し
か
し
、

A
君
に
と
っ
て
は

万
五
千
七
百
七
十
七
月
、
平
塚
ゲ
一
一
一
一
言
葉
が
遅
い
こ
と
が
心
配
て
相
室
の
目
立
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ト
ポ
i
ル
協
会
一
万
六
千
円
一

一
O

談

に

見

え

ま

し

た

。

で

し

た

o
A替
は
お
母
さ
ん
に

口
下
、
安
木
政
…
・
今
村
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…
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一
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間
掛
る
と
き
は
で
き
る
だ
け
母
さ
ん
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分
甘
え
、
と
て
も

一
戸
添
い
獲
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

一
叫
て
、
…
人
で
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
言
葉
多
重

一
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育
て
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き
た
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う
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歩
し
、
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稚
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い
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子
供
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。
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の
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伽
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県動物保護センター〈電話58-.3411) 

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、摘を引き取っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑

札、投射病票、愛犬 3三帳を持参していた

だきたい。引き取り車の搾習時間は15分

間。

なお、犬、猫についての芯俗、相談や

野犬の捕鐙依頼も[司センターへ。

[lO~ 5臼(月)
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〆 3日早呈
9月 23B 

{水) 10時~

15時30分駅北

、 9よ126日

(士) 10時~

15時 30分ダイ

クマ、 10月 3

D (幻 10時

~15時30分紅菩パールロード

。ご協力おりがとうございましたは月)
一敬称略

三三輿製作所、東京室電力平理Il努所、富士チタン工

業、県指南地区行政センタ一、 A コープ焔j吉、三

共、平場郵便局、白本エアーフィル夕 、住友重機

械工業、共栄工業(以上団体のみ)


	マルチ 685
	マルチ 686
	マルチ 687
	マルチ 688
	マルチ 689
	マルチ 690
	マルチ 691
	マルチ 692

